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 研究を終了しましたので、下記の通り報告します。 

成果の概要 

 Abstract 

（和文） 

クォーク閉じ込め機構として双対超伝導描像を確立するためには、磁気的モノポールが支配的な役割を

果たすことを示すことが不可欠である。我々は、磁気的モノポールをゲージ不変に見出す解析的及び数

値的な手法を確立した。 SU(3)ヤン・ミルズ理論における基本表現のフェルミオンの閉じ込めにおいて

は、U(2) に制限された成分、及びそれから抽出されたノンアーベリアン磁気的モノポールによるクォー

ク・反クォークのポテンシャルの弦張力がヤン・ミルズ場で得られる弦張力を再現することを示した。

本研究では、双対マイスナー効果を直接的に検証するため、クォーク・反クォークカラーフラックスを

計測する。ゼロ温度において、シミュレーションによって生成されたゲージ配位及び、配位から（ゲー

ジに依存することなく）抽出したクォークの閉じ込めに支配的は役割を果たす U(2) に制限された場に

ついて計測を行い,  電気的な成分がチューブ状となったカラーフラックスが観測され、双対マイスナー

効果を確認した。 

 

（英文） 

To establish the dual superconductivity picture in quark confinement, it is indispensable to show 

that the magnetic monopole plays a dominant role for it. We have establish the analytical and 

numerical method to extract the magnetic monopoles in the gauge invariant way. For the SU(3) 

Yan-Mills(YM) theory, we have shown that the string tension of quark and antiquark potential by 

extracted restricted U(2) field and the string tension by non-Abelian magnetic monopole, reproduce 

the string tension by the original YM field. 

In this study, to validate the evidence of the dual Meissner effect, we measured color flux of 

both original YM field and restricted U(2) field which is extracted from YM field in gauge invariant 

way, and we showed the evidence of the dual Meissner effect, i.e., we found the chromo-electronic 

field have the tube-like shape. 
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